
撰量購し幡対る筈である・駅して後炭田として

の正しい判定が下し得るものであろ50

　　　　　　8．意　昆
　調査地域は北西・南北～北東性の断履で多くの小地塊

に分れ，複雑な構浩を示している爲，層序読量にはなお

・多くの推定因子が含まれている。今後之等の不明事項を

　　　　　　　ヒ具体的に確認する事は辺漢一班漢全域の綜合開発に不

可欠の事で，例えば鏡沢・石淡沢両來炭暦の関係，鏡沢

爽炭暦以下g探究，崩れ沢・石炭沢両來炭暦の関係等ほ

少くとも，早急に試錐を施行して明かにする必要があるo・

　油谷炭鉱の現在の採掘範閉は良好な状況下で容易に採

淡出来る瓜、現状に甘んぜず上述の如き試錐精査を施し

て伏在炭暦を確認し長期採炭計画を樹立する必要があ

る0

　　　　　　9．炭褒各論
　油谷芦劉炭鉱　昭和22年秋期現況，r部2＄年調査に

よりi追補o　　　　　　　，　　1．．
”
a
） 鉱区

登録嗣位置悔樹蝶儲 備考
　　キ試鞠儲纒黙叫？纈灘聾鷹欝黍

　　　、同上脚2握鉱瓢　　　　　　　　　　　　　　同上稼採登4隻6
　　　　　　　　　　　　　　行中　＼
b）』溜革　発見年代は不明，大正8年日産化学工業株
　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
式会赴で開坑，同卸年中止，同13年着手，同め年i水

害の爲再中止，其後幾度か鉱業権者が変り，昭和21年

現鉱業権者油谷農介氏の手に遷り現在に到った。

c）　位置交通　本炭鉱は北海道室知郡芦別町に在り，

裸室本線芦別駅の東直距5。2km芦別市街地東を北流す

る室知川支流辺漢幌内川の上流磐の沢の東側一帯を占

め・芦別町からト「ラックを通じ（糸勺6km）更に山元一芦別

駅工場内の索道架設計脚難められ叉三菱計画の上芦別

・一盤の沢間鉄道線の延長利用も予定され，－交通渾搬共に

・今後釜々便利になる見込である。　　　、，

　d）稼行状況（主として昭和22年調査の際の現況）

　「坑道」　9坑開坑され何れも水平坑道で，，その大部分

は夫々坑内で蓮絡している。其の各々の延長は次の通り

である。

笙轟号劉劉墾坑醐零片1新肇鎚
坑1躍15剖7穿坑團g剖5鍵坑2～

「採炭」

種類に採掘方法』麟方法（備考）、

坑醐難響断綱m獺瞭らし縮
露天堀麟灘押嘩ブル判

r蓮搬』1翅卜一（手押蓮搬）→1玩百際野積レ

　　　　　（トラツク）ぐ（エン1レス5。。通）→‘索道6km）遜貯魏．

「排水・通気・照明」大部分自然排水，自然通風で部分

的に手廻し扇風機を用いている。電気安全燈を使用し，

坑内自体の点燈はない。一

r出炭状況」　　』、

劇昭23・4

目標t

実績t
％

600t

O
O、伽

司
600・

542

90

61

600

632

105

71

600

1071

178

8

600

1536

258

9

600

1879

313

10

3000

3744

・124’

、e）意見　当炭鉱は旨な歯浅いにも拘らず，月産3700、

t（昭和23年3月はち2000tに達す）を示し釜々今後暦・

産を期待されるが，今までは坑道水準上であり，露天堀

の出炭が加つてい驚ので容易であつた。今後は旧採掘跡　　．

や濫掘の嫌いが見られた坑内ゑ漸次修正し機械化し・輸

蓬路の完備ゑ整え以て計画採炭に遇進すべきである。

556．943550．－8（謝）

、

o

o
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n・rむh。Inむheeasternwiむ9・fthiss夕ncliual

StruCtu琴e，TannOSaWa　SynClinal　Sもrt1CむUre　and

　TannOS跳Wa乱n右iCli副StrUCtUreare－reCOgni－

　z6d．．Therefore亡11reeworkabl6coalse蹴sare‘

e歯pectedt・repe凱t伽ee’times・wiP9右・such

geolo91ba工structロres．　Ther今ar6血ve　worka〆

bleco泓1－s孚ams五ntheoPPositewingofむhe
above－mea右ioned　geosyn（ミIine，w五ere　Sδy禽C・「

B・di工）8菟bout2q。一30。　to　む五e　north・or㌻o

　nor施easむ．　丁五e右ota，1eo乱1reserves　boむ：h　wor一

，　kable協nd　possible泓re　estimated　七〇be換bou七

移60milli叫・ゑsin夕hisdis右ric右・、、

　　　　　　工調査目的
　昭和23年7月から50日澗に亘つて，天北炭田浅茅野

北部地区の地質調査を行つたQ、調査地域の大牛は北海道

　　　　　　　で鉱山株式会杜の勝有鉱耳でヂ同杜が浅茅野炭鉱として稼’

行中の浅茅野南部地区と共に将来一元的に開発しようと

している区域であるoまた地域の東牛には九州鉱山株式㌧

、会批の所有鉱区ゐ一部が含まれ，同杜も鉱区内炭層の開

発を計画している。

　然し從来本地区に関する資料は少く，またあつても極犀

1めて概念的なもので7地域全般に就いて数個所の炭暦露『

頭が知られていたに過ぎない。

．此度石淡聴の依頼に懸じ，本地区g地質構造を明らか　・

にすると共に，炭暦の賦存款況を把握し・開発に役立つ　‘

精確な資料を得るのを目的とした5

　　2．調査離編成，調査精度，・調査顛間

　調査班編成
　　地質調査担当、石炭課青　柳　信義

　　地形測量担当　測図課　茅　山　芳，夫

　。　・一同王佐藤純、三
　’調査蹟度　　　　　．、
　概査すべき地域ではありたが，特に測量班の拳加を得

て，ユ万分の1地形実測図を作成し，調査成果の向玉を

　　　　　　　　　　　x期し精査を実施したo

　調査期間
　　　自昭和23年7月23日
　　　1至同23年9月io日50・日聞

　　　　　　3．位置・交通

　浅茅野北部地区は北見，・天塩國境山脈の東側に位し，1’

堀海道宗谷郡猿彿村上猿携地内に在り，天北炭田の中部

に位して“るo此度の調査面積は約13km2である6、

　調査地域は北見線浅茅野駅爾南西方1直距離約1Skm

附近に在り，浅茅野駅より浅茅野炭鉱山元に到る1ζラッ

ク道路欲地域の南縁を通り，本地域の唯一の交通路であ

る。此のトラック道路ぽ灘地帯に設けち池ているため，

、融雪期や，降雨期1こは或は泥潭深く，或は路盤の冠水の

ためトラックの蓮行を休止する事が屡々易る。從つて・

本地域は交通蓮搬共に不便である。

　　　　　　4．地　形
、　調査地域は，地域の東端にある双見山（標高238m）を』

1最高とし，概ね比高天00m丙外の丘陵性山地であるo山

陵は何れも略々北々西一南々東の方尚に連なり，此等の

山陵に源を発する十五線沢，十七線沢は略々亭行して，北

々西一南々東の方向に流下し，トラック道路附近に於て，

石炭別川に合流g上東流して，猿操川≧なり更にトラッ

ク道路に濃つて北東洗し，淡茅野部落を経て・オホrマ

ク海に注ぐ。十五線沢及び十七線沢は共に落差少く，甚

だしく蛇行してジ其の流域には，各所に灘地帯を形成す

るo，

　　　　　　5・地　質
　調査地域を構成する地暦は，白璽紀暦，宗谷來炭層，㌧

．鬼志別層，堰幌厨及び各沢の流域に発達する沖積暦であ

るo

　＼

「年．謹蓬

　　　　葦嚢箋熱　　　　　　　　　　　陥

，…＿萎翻、　　　　　　　　　　　『ll一

　　　　一嚢嘉、1

、島黒蘂嬬螺． 綴
第1図　浅茅野北部地区地形及び地質図
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　白墾紀層宗谷來炭暦の基盤をなし，地域内では宗谷來

　炭暦とほ，大部分断層によつて接するものと考えられる。、

槻　本暦は主として泥岩，砂岩よりなり，時に砂質泥岩ジ

　礫質砂岩，礫岩を挨有ずる。泥岩は概して駒友色である

　が，時に帯緑友色乃至幣青次色を呈し，不規則な裂理に

　富む。　　・

　砂岩ば帯緑友色を呈し，細粒乃至中粒質で，天北炭田

　の弛地域に見られるものと同様に緑色或は紅褐色の砂粒

　が散点する。礫質砂岩及び礫岩1ま比較的本暦の上部に見

　られ，共に古期岩石を礫どして有レ礫質砂岩め場合に

　は砂岩中に米粒大乃至豆粒大の小礫が散在する。　．

　宗谷來炭暦　本地域の基盤をなす白璽紀暦とは，恐ら

　く断暦で境されるものと考えられ葛が』更に今後の調査

　によつて，両者の関係を確認す為必要がある。本暦は調

　査地域の大牛1ヒ亘つて発達し，金として泥岩，砂岩，肇

　友質：1頁岩』砂質泥岩等よりなるo　　　』挙

　鬼志別暦　宗谷卒炭膚を不整倉に被葎しっ㌧調査牌域の

　北部に分布し，幣青友色の細粒砂岩及び砂質泥岩よりな

　るσ

　増幌層　調査地域の北端に塵かに露出するQ．増幌層は

　鬼志別厨とはそら豆六の円礫よりなる礫岩暦を以て璋．

　し，両者の関係は不整合のようである。本層は礫岩，帯

ど黄次色砂岩及び頁岩り互暦であ為Q、

　．宗答來炭層の構造　，

　宗谷來炭暦の発達状況を大観すると，調査区域は北方

　に沈下する向斜軸を有する大きな向斜構造の南端1こ当・る

　と考えられる。然し局部的に観ると，十五線沢を境とし，

　其の東西両側に於て，本層の構造は異つて粧る。印ち，

　十五線沢の東側（向斜構造の東翼）では，、炭の沢背斜及び

　炭爾沢向烈と仮称した小背斜及び向斜構這が観察される

　が，十五線沢の酉側では，北方或は北車方に向い緩㌧噸

　斜（200戸）300）を示す軍斜構造が認めちれるに過ぎない0

　　　　　　　6．石　　炭
　　a．賦霧駿況
　　十五線沢を境にして，十五線沢の東側と西側とでは，

　宗谷來炭暦の構逡に差違があることは前に述べた。印ち

　　　セ　、東側では炭Φ沢背斜，炭の沢向斜によつて同一炭層が繰

　返し露出し，西側では各炭暦とも大きな向斜構造の軸心

　に膚い比較的緩い北方寄の傾斜（200酎30。）を示してい

　るo
　　当地域に見られる主な炭膚を上位より順次に一番層，‘

1　二番暦，三番暦，四番暦及び六番層と命名ずれば，十五

　線沢の東側でほ，一番層，二番暦は鬼志別層・に被われて，

　地表でほ認められない。叉表の沢背斜及び炭の沢向斜の
臼
両
構
邉 に支配されて，六番暦は繰返し露出するが，六番

　』層より下位の炭暦の露頭は認められないQ

　　十五線沢の西側特に十七線課の西方には，六番暦より・

　更に下位に位する炭暦の露頭と考えられるものが認鋤ら

　れたカ㍉炭暦の厚さ餌賛弱な上に・導続性を欠いている○

　’十五線沢の東側では，確認され牟露頭の数が比較的多

　数で，炭暦の発達状況も明らかになつたoこれに反し十

　五線沢の西側では露出が特に悪く，叉緩傾斜であるため

　に，表土剥を行づても炭暦の上，、下盤を到然と認める壌

　の出来たものが少いから，今後の調査で衆暦露頭線が多

六番屠 臼四番層

46　48　49

r賭，に
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第2図［ 浅茅野北部地区炭柱図
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，少修謎れる眺し繊いQ

　b．1炭、・質。　　　　　　　　’
炭種は黒福炭に属する。此度の野外調査に当つては，

各露頭の石炭を肉眼的特長によつて，三種に分類した。

分頚の基準とした特長を表示すれば次の通りである。　1、

1鰍色鋪儲の蔑繍友』
欝鍍矯姻化轡罎
面は貝殻1し易い　　1炭と称さ

状　　　　れる
薄櫨甥働同上
　　葉片状の
不規則又，ものは特着火し難
ぽ葉片航に風化しiい　　1
　　揚い・・1

推定
発熱量

CaI
5000

以上

今推定炭量に就いて，実牧率を50％とすれば，．実牧

瀧魏は約470薦（4，700・000t）砺る・』ギ、

（2）十五線沢西側区域

c1

C2

C3

漆黒 輝
．

黒一暗鈍
黒褐

暗褐 暗

少

梢々4000戸》、

少い．　5000

多い
4000

以下

剛排葉誕鐘輔舞丈・

一番暦，

．ご番暦

三番暦、

四番暦

六番暦

18シ000

173，000

129，00q

377，000

478，000

・35・…i輌・1・・5・＋

670・00011・876・00011・91＋

畿lll撒lllほ：ll

、
，

69・，…同・73ン…ド・・28

炭Q沢露頭より採取した試料の分析結果は・次表の通

りであるb．　　　　　　　　．　　　　　　　　『　　　’　も

固完
炭素
、（％）

発熱量
c臨1

小訓…75・…i2隅…1

一評「　3・865・…t8・2571…

六番暦（與層）

六番層（下暦）

四番暦

水分
（％）

11．63

15．6生

11．16

友分
，曳％）

11‘63

12．44

12。24

揮発分
（％）

36．57

35。25

36，64

40．17

36．67

39．96

5．510

4．640

5，530

，今本調査地域の炭質の変化を概観する勧西部区域で

は比較的C、に相当するもの多く，東部区域でほ炭の沢，

十五線沢を遠ざかるに從つて炭質嫉劣悪化する。換言す
れ鵬炭の沢背斜の西翼庶略々西部≧同程度の炭質であ’

るが，同背斜の東翼（深の沢向斜の西翼）及び炭の沢向斜

！の東翼では，次第に炭質が劣り，炭の沢背斜の西翼でCl

l叉はq2に相当する部分が・その東翼では炭質頁岩に変

化しているo

　　“』　　　　　　　　　　　　　
　『e・，灰・量・　　　　　　　　　、
本調i査地域の炭量を計算するに当・つて，十五線沢を境

として，その東側と西側とでは・炭暦の賦存罧況が異る、

ので，両区域を別々に計算する。

』（1）十1五線沢東側区域』　　　　　　∫　　　σ＿

　　　　　1，083，0001360002．00　　　　　　　　　　　　　3．17三番層・24，000

　　11111111鰐灘；lll；灘1・1：鴛内番展

六番層

今推定炭愈4就いて・・実牧率を50％とすれば・寒牧

推定炭量は約190万繭（1，900，000t）である。

　　　　　7，嫁行駿況
親在調査地域内に稼行羨鉢は存在しないが，北海道鉱

山株式会肚は十五線沢西側区域の炭暦を対象として稼行1

しよ5としているo・

また九州鉱山株式会肚は十五線沢東側区域の炭の沢附

近の炭層を稼行対象として開発計画を進めている。

　　　　　・8・結　語
　　　　　　　　　　　　　やげ今度の調畳の結果，韓茅野北部地区に於ける淡暦の賦

存状捉の概略を知る事が出来たが，本地区は地暦の露出’

・臆緋常に悪く乳騨し耀峨果が得馳励つ顕・
ノ　稼行可能の主要炭暦として・十五線沢東卿区域では3

1慧矯瓢欝響御謂奪贈鶏
　九州鉱山株式会赴及び北海道鉱串珠式会祉が夫々稼行

　の対象としている地域の炭雇は，共に稼行橿値を有する

』ものと考える。然し，両区域とも開発に先だρて，更に

　　　　　魎

〆小計

・計1

精し“企業化精査を必要とする。

調査を割愛した十七線沢上流に翰宗谷來炭暦は更1之

連続して発蓬する事が，今画の踏査によつて明らかとな

つたので，此の地域も精査する必要がある。1、〆

　　・，．一　　　（昭和羽年9月調査）
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